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管理業務の実施状況

⑴ 施設等の維持管理

〇 樹木等の管理育成その他米子水鳥公園の保全

〇 施設等の保守点検、補修及び清掃

〇 施設等の警備

〇 施設等に係る経費の支払

⑵ 施設等の利用に関すること

〇 各種届出書の受付

〇 入館料等の徴収

⑶ センターの利用の促進に関すること

〇 広報活動の実施等

⑷ 米子水鳥公園ネイチャーセンター条例第４条に規定する事業

〇 野生鳥類等の観察並びに野生鳥類等及び自然環境に関する学習活動のための利用に供す

ること。

〇 野生鳥類等及び自然環境に関する資料の収集及び展示を行うこと。

〇 野生鳥類等の生態に係る調査及び研究を行うこと。

〇 そのほか、市民の自然環境に関する意識の向上を図るために必要な事業。

施設の利用状況

令和５年度のネイチャーセンター入館者数は18,422人、前年度比497人増となった。

令和５年度はネイチャーセンター入り口スロープの修繕、事務室及び会議室、和室、ボラン

ティア室、作業室のエアコン交換、ボランティア室の窓のサッシへの交換、浄化槽ポンプの交

換など修繕工事において利用者への影響がないよう休館日に対応した。

普及啓発事業では、自然環境に関する学習活動として毎月定例の自然観察会及び手作り自然

教室・米子水鳥公園絵画コンクール・園児が描いた鳥の絵展・子ども自由研究支援・彦名水鳥

ウォークなどのイベントを実施した。

子どもたちのボランティア､外部団体の研修、視察などを受け入れたほか、職員を野鳥専門家

の講師として外部へ派遣した。地元の企業のボランティアや奉仕団体と合同で企画を実施し

た。またクラブ活動として、子どもラムサールクラブ・ジュニアレンジャークラブなども同様

に実施した。

令和６年の元旦から３日まで特別開館を行い、自然観察会やお正月イベントなどを行った。

また、今年度はなかうみ環境学習事業に関連する市内小学校の利用だけでなく、市内の放課

後等デイサービスに多く利用していただいた。

使用料（利用料金）の収入

実績

令和5年度の入館料 ( 一般入館券・割引入館券 ) 及び年間パスポート券代金の入館料収入実

績1,731,670円、前年度比174,480円増となった。



(令和５年度)管理業務の実施に係る収支状況

収 入 支 出

項 目 金額（円） 項 目 金額（円）

米子市からの管理受託料

入館料収入

イベント収入

利息収入

財団繰入金

55,272,000

1,731,670

96,500

21

227,411

人件費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水料費

賃借料

租税公課

委託費

負担金

報酬費

支払手数料

41,062,219

52,140

194,404

981,166

435,162

0

336,118

3,133,861

40,237

2,695,600

7,966,215

0

429,000

1,480

合 計
57,327,602

合 計
57,327,602


